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論文内容の要旨
特別な模型に依らない一般的な仮定を使って包含及び半包含反応の断面積への様々な上限を求める凸
これらの上限が多重粒子発生現象に興味深い条件を与える。
, 1) 包含反応の高エネルギ一実験で見出され，広範に研究されている Feynman 型のスケーリング則
が公理論的場の理論からの帰結と密接に関係していることが示される。即ち，包含反応でのー粒子断
面積の上限が公理論から導かれる一般的な解析性とユリタリティー及び一般的な実験事実(断面積は
発生粒子の運動量の大きさが増加すると減少する)を使って求められる。その結果，断面積は Feyn­
man 型の変数が一定値をとるところではエネルギーについて対数的以上には増加しない事が示される。
更に， Feynman 型のスケーリング則は粒子発生学の詳細に無関係に成り立つものと期待出来る。
(2) 半包含反応の場合も (1)と全く同様な仮定と方法で Feynman 型のスケーリング則を満足する上限
が求められる。一方，二体散乱振幅に Mandelstam 表示を仮定することで得られる解析性を多体振幅
に拡張して仮定すると別の上限が導かれる。この上限は半包含反応の実験で、Dao達によって見出され
たスケーリング則を満足することが示される。以上の事から半包含反応の現象で見出されている二つ
のスケーリング則はそれぞれ極めて一般的に成り立つものと考えられる。
(3) ユニタリティーと (2)で使った拡張された解析性を仮定すると包含反応の一粒子断面積の上限カ守尋
られる。この上限により発生粒子の平均多重度 <n) と横運動量の大きさの平均 <PT ) 及び全断面積σT
が強い制限を受けることが見出される。 即ち， <n) <PT)../五三五const( lns) 九/而lns ここで s は重心
系での全エネルギーである。 <n) 及び <P T ) のエネルギー依存性がベキ的であるか対数的であるか
は発生粒子の力学に従って長い間議論されて来た。上の不等式は力学の詳細に無関係にそれらが対数
? ?A吐
的であることを支持していて極めて重要な意味をもっ。
論文の審査結果の要旨
本論文の目的は素粒子反応にわいて広く用いられている散乱振幅について‘ユリタリ性と解析性と
いう，特別な力学的模型によらない一般的仮定だけに基づいて包含および半包含反応の断面積にどの
ような制限が加えられるかを求めることにある。著者はまず，これまで 2体散乱振幅について行なわ
れていた考察を多粒子振幅に拡張い公理論的場の理論の仮定のみを用いて.その解析性領域が 2 体
振幅と同様にいわゆる Lehmann 楕円で与えられることを示し司このことと振幅に対するユリタリ性
とから.包含反応の微分断面積が.エネルギーについて対数的以上に強くは増大し得ないことを示し
た。半包含反応についても同様な結論が得られる。これらの結果は‘包含反応や半包含反応において
経験的に唱えられているスケール則と予盾しな Po 2 体散乱振幅の場合に振幅に Mandelstam 表現
を仮定すれば更に広い解析性領域が得られるが，著者はこれに対応して多粒子振幅の場合に解析性領
域を少し拡張しユリタリ性と組合せることにより.反応生成粒子の平均個数.平均横運動量および全
断面積の積に対する新しい形の上限を見出した。これは高エネルギー素粒子反応における粒子発生の
多重度のエネルギー依存性に強い制限を加えるもので。それが相互作用の力学的模型に無関係に得ら
れる点が注目される。これらの結果は高エネルギー素粒子反応の理論に数多くの知見を与えるもので
ある。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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